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鹿児島県大崎町による住民参加による低コストかつ持続可能なリサイクル事業の国際展開と 
人材育成を中心としたSDGs型リサイクル地域経営 

経済 社会 

環境 

【現状】「SDGs型リサイクル地域経営推進事業」を通じて、11年連続リサイクル率日本一の住民主導による一般廃棄物リサイクル事業の持続可能な

事業経営、ごみ分別によるコミュニケーションを通じた高齢者・定住外国人との多文化共生コミュニティ形成、リサイクルの概念を活用した環境・
グローバル人材育成事業を実施中。 

ジェンダー 

福祉 

廃棄物管理 

三分野の統合的取り組みにより地域循環共生圏の創造を目指す 

 
<取組課題> 

リサイクル製品の原料販売による
売却益と新規雇用を創出 

 

●再資源化による総額1億３千万円の売却益 

雇用創出・資源 
ごみの売却 

●そおリサイクルセンターにおける40名の雇用創出 
●ごみ出し困難者を対象にした相互補完型安否確認 

 
<取組課題> 

ごみ分別を通じた福祉面での安否確
認、環境・グローバル教育推進 

 ●女性が主導するごみ分別と自治会活動 

 
<取組課題> 

行政コスト増、埋立地逼迫を解決
する大崎システムを世界に発信 

 
グローバル戦略 

●11年連続リサイクル率日本一の住民参加による  
27品目分別リサイクル事業 

●JICA事業におけるインドネシア国３地域における  
大崎システムの海外展開 

廃棄物管理による
副産物の事業化 ●センターによる有機堆肥、自治会における菜種油の事業化 

多文化共生 
●インドネシア研修員の滞在を通じた地域内の多文化共生理解促進 

教育 
●JICA事業を通じたグローバル教育、信用金庫と連携したリサイクル未来創生奨学金  
  の創設 

【今後】「SDGs型リサイクル地域経営推進事業」を加速すべく、町内のSDGs理解促進と次期総合計画策定のため、2018年度内にSDGs推進宣言を条例
として策定し、全役場職員及び住民向けにSDGs理解ワークショップを通じ、各町民によるMy SDGs宣言を策定予定。また、地域の国際戦略としての
SDGsを共通目標としたインドネシアとの自治体連携を検討中。以下の各分野による提案事業を取りまとめ、次期自治体SDGsモデル事業に応募予定。 

（今後） 
    ・リサイクル率９０％達成のため、使用済紙おむつ 
         の再資源化 
    ・し尿を活用したメタン発酵式の処理施設に更新し、  
         再生エネルギーの創出と液肥製造 

（今後）・そおリサイクルセンターのインドネシア展開 
・食品廃棄物を飼料として販売する事業化 

     ・自治会の法人化を伴う、コミュニティビジネスの育成 

（今後）・自治会を中心とし増加する定住外国人向けの支援事業 
・リサイクル事業を学ぶ海外研修生対象の学校設立 

大崎町SDGs（持続可能な開発目標）
推進宣言をおこないました！

SDGsに取り組んでみよう！

　2019年１月14日（月）、東町長は大崎町SDGs推
進宣言をおこないました。
　大崎町では、リサイクル事業を中心とした、社会・
環境・経済をつなぐ、総合的かつ国内・国外のさらな
る取組みをおこないます。また、多様な関係主体との
パートナーシップを構築し、『住民参加による低コスト
かつ持続可能なリサイクル事業（大崎システム）』の国
際展開と人材育成を中心とした『SDGs型リサイクル
地域経営』のさらなる展開にも取組み、持続可能な社
会の実現を追及していきます。

　『マイバックを持つ』『車を使わず歩く』『こまめに電
気を消す』などもSDGsです。
　SDGsの目標達成のために私たちが今からできるこ
とが身近にたくさんあります。これは、SDGsの目標
は互いにつながっており、さまざまな課題が複雑にか
らみあっていることを意味しています。
　あなたの小さな行動が未来を変える大きな動きにつ
ながります。SDGs達成のためにできることを考え、
取組んでいきましょう！

カードゲームで
SDGsを体験する
参加者の様子

（東京有楽町  
大崎町FUNDAY）
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